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Vector wind speed[m/s] Vector wind speed[m/s] 

音源高さ2m 伝搬距離100m 

音源高さ10m 伝搬距離100m 

音源高さ2m 

伝搬距離500m 

音源高さ10m 

伝搬距離500m 
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Experiment 

GFPE 
250 Hz 2 kHz 

坂本研究室 
［静穏・快適な音環境実現のための技術開発］ 

http://www.acoust.iis.u-tokyo.ac.jp 

 
応用音響工学 

静穏・快適な音環境実現のための技術開発 

静穏・快適な音環境実現のための技術開発に関する研究テーマについて、音響工学的
立場から環境評価の手法、および制御・予測技術を紹介します。 

 

 

Development of technologies for quiet and comfortable environment  

工学系研究科 建築学専攻 

 

音響実験室（Ce-101, Ce-B01) 静穏・快適な音環境実現のための技術開発 

可聴型音場シミュレーション 

によるDemonstration実施中 

(＠4π無響室、2π無響室) 

生産技術研究所 次世代モビリティ研究センター 

Advanced Research Center 

◆音場予測手法の開発：波動数値解析手法 

◆室内音響設計：オーディトリアム、音楽練習室、スピーチプライバシー保護、 

  建物ファサード（遮音）、オープンプラン型小学校 

◆音響計測法：音響伝搬特性、遮音特性 

◆音場シミュレーション手法の開発：6チャンネル収音・再生システム 

◆主観評価実験：コンサートホール、公共空間、オフィス、居住空間、自動車・車室内 

道路交通騒音の実測調査 屋外音響伝搬実験 

屋外における音の伝搬は温度分布
や風等の気象条件の影響を強く受け
る。スピーカを用いた音響伝搬実験を
多数回行い，気象が音響伝搬に及ぼ
す影響を実験的に調べるとともに，波
動性を考慮した騒音予測計算法につ
いて検討した。 

空中音源からの伝搬特性 実験と計算（指向性音源に対するGF-PE法）の比較結果 
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地上音源からの伝搬特性 実験と計算（指向性音源に対するGF-PE法）の比較結果 

●はσ=20,000kPa・s/m2 

(アスファルト相当)，●
はσ=1250 kPa・s/m2（固

い地面相当）として計
算した結果。遠方受音
点では，地面の実効音
響インピーダンスを固
い地面相当とした方が
，超過減衰量を精度よ
く計算できる。 
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V [km/h]

HV車 N    = 64

LWA= 41.9 + 30.0log10V

N    = 43

LWA= 42.5 + 30.0log10V

SD  = 2.16
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乗用車 N    = 191

LWA= 43.2 + 30.0log10V

SD  = 2.59
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V [km/h]

軽自動車 N    = 64

LWA= 41.9 + 30.0log10V

N    = 64

LWA= 41.9 + 30.0log10V

SD  = 2.95
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大型車

N    = 85

LWA= 54.9 + 30.0log10V

SD  = 1.96
80

90

100

110

120

20 40 60 80 100

L
W

A
  
 
[d

B
]

V [km/h]

中型車

N    = 68

LWA= 50.5 + 30.0log10V

SD  = 2.93
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V [km/h]

小型貨物車

N    = 32

LWA= 48.3 + 30.0log10V

SD  = 3.19

車種別A特性音響パワーレベルの走行速度依存性（4測定地点） 

道路交通騒音は環
境アセスメントの重
要な評価項目であ
り，騒音原単位を
正確に把握するこ
とは，住環境の保
全・対策のために
重要である。環境
騒音としての自動
車走行騒音を評価
するため，現場に
おける実測調査を
行っている。 
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車種別A特性音響パワースペクトル 実測結果と各種モデルの比較 

大型車 中型車 乗用車 

上空音源003.wmv

